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1.  平成23年2月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

（注）平成23年2月期第2四半期より、四半期連結財務諸表を作成していないため、平成22年3月期第3四半期の数値は記載しておりません。 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第3四半期 27,366 ― 294 ― 368 ― 412 ―
22年3月期第3四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第3四半期 19,410.86 ―
22年3月期第3四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第3四半期 26,817 3,671 13.7 172,723.39
22年3月期 17,697 3,321 18.8 156,244.28

（参考） 自己資本   23年2月期第3四半期  3,671百万円 22年3月期  3,321百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
22年3月期期末配当金には創業50周年記念配当500円が含まれております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 1,000.00 ― 1,500.00 2,500.00
23年2月期 ― 1,000.00 ―
23年2月期 

（予想）
1,000.00 2,000.00

3.  平成23年2月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
平成23年2月期は、事業年度の末日（決算期）を3月31日から2月末日へ変更したことに伴う移行期間であるため、11カ月の変則決算となります。このため、
対前期増減率については記載しておりません。 
（詳細は、【添付資料】P.2「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 36,139 ― 607 ― 701 ― 394 ― 18,533.32



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期3Q 21,259株 22年3月期  21,259株
② 期末自己株式数 23年2月期3Q  ―株 22年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期3Q 21,259株 22年3月期3Q 21,259株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法における四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表のレ
ビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・当社は、平成22年9月1日付で唯一の連結子会社である株式会社メディコ・二十一を吸収合併したため、第2四半期会計期間より四半期連結財務諸表を
作成しておりません。 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の情報に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半
期決算短信（添付資料）P.2「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間（平成22年４月１日～平成22年12月31日）におけるわが国経済は、企業収益が改善傾向に

あるものの、デフレの影響や雇用情勢の悪化懸念が残っていることから、景気は足踏み状態となっております。ド

ラッグストア業界におきましても、消費マインドが横ばいで推移するなか出店競争は続いており、厳しい事業環境

が続いております。 

 このような状況のもとで当社は、「中四国トップドラッグストアに成長する安定的な企業体質への変革」を経営

方針とし、引き続き店舗オペレーションの効率化に取り組むと共に、お客様満足度の向上を図るプロジェクトを設

置する等、中四国で最高の品質とサービスを提供するドラッグストアの創出を目指した取組みを継続して参りまし

た。 

 また、経営資源の有効活用による更なる効率化を推し進めるため、平成22年９月１日付で連結子会社である株式

会社メディコ・二十一を吸収合併し、併せて組織体制の見直しを行いました。 

 当第３四半期累計期間における出退店につきましては、愛媛県で２店舗を開店し２店舗を閉店いたしました。香

川県では、１店舗を開店し２店舗を閉店いたしました。これにより、当第３四半期累計期間末の店舗数は197店舗

となりました。  

 以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高は27,366,373千円、営業利益は294,539千円、経常利益は

368,965千円、四半期純利益は412,655千円となりました。 

 なお、当社は第２四半期会計期間より、四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期との比較数値

は記載しておりません。  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債、純資産に関する分析 

 当第３四半期会計期間末の総資産は、26,817,009千円（前事業年度末比9,119,439千円増加）となりました。こ

れは主として子会社の合併にともない、現金及び預金が1,651,821千円、商品が3,833,442千円、建物（純額）が

1,127,092千円、投資その他の資産が684,881千円増加したことによるものです。 

 負債につきましては、23,145,083千円（前事業年度末比8,769,109千円増加）となりました。これは主として支

払手形及び買掛金が5,640,770千円、長期借入金が2,153,388千円増加したことによるものです。 

 純資産につきましては3,671,926千円（前事業年度末比350,329千円の増加）となりました。これは主として利益

剰余金が359,507千円増加したことによるものです。 

  

②キャッシュ・フローの状況に関する分析 

 当第３四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下資金という。）は、前事業年度末に比べ922,185千

円増加して2,175,286千円となりました。  

（営業活動によるキャッシュフロー） 

 営業活動の結果、獲得した資金は1,593,532千円となりました。これは主として、仕入債務の増加1,739,594千

円、税引前四半期純利益569,119千円に対し、預け金の増加367,267千円、法人税等の支払額289,664千円となったこ

とによるものです。 

（投資活動によるキャッシュフロー） 

 投資活動の結果、使用した資金は122,653千円となりました。これは主として、有形固定資産の取得による支出

117,287千円によるものです。 

（財務活動によるキャッシュフロー） 

 財務活動の結果、使用した資金は582,285千円となりました。これは主として、長期借入れよる収入3,100,000千

円、短期借入れによる収入1,650,000千円に対し、短期借入金の返済による支出2,974,980千円、長期借入金の返  

済による支出2,241,587千円となったことによるものです。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成22年11月９日付で「業績予想の訂正に関するお知らせ」を発表しておりますのでご参照ください。 

 なお、当社は、平成22年９月１日付で唯一の連結子会社である株式会社メディコ・二十一を吸収合併しておりま

す。これにともない、第２四半期会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりません。また、事業年度の末日

（決算期）を３月31日から２月末日に変更したことに伴い、移行期間である当事業年度は11カ月の変則決算となっ

ております。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

棚卸資産の評価方法 

 四半期会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し前事業年度末に係る実地棚卸高を基礎と

して合理的な方法により算定しております。  

   

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更 

・資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用してお

ります。 

 これにより、当第３四半期累計期間の営業利益は7,388千円、経常利益は7,694千円減少、税引前四半期純利益

は57,206千円減少しております。 

・企業結合に関する会計基準の適用 

 当事業年度より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）及び「企業結合

会計基準及び事業分離会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用

しております。 

  

②追加情報  

当社は平成22年12月１日の労使合意により、平成23年３月１日に従来の適格退職年金制度から確定給付年金

制度へ移行することといたしました。 

 これに伴い、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用したこと

により、当第３四半期会計期間において負の過去勤務債務（284,582千円）が発生しております。 

 なお、当該負の過去勤務債務は、発生時における従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（７年）による定

額法により償却しております。 

  

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 2,355,286

売掛金 614,170

商品 8,366,125

その他 1,553,572

流動資産合計 12,889,154

固定資産  

有形固定資産  

建物（純額） 3,689,081

土地 4,913,794

その他（純額） 1,061,748

有形固定資産合計 9,664,624

無形固定資産 140,637

投資その他の資産 4,122,592

固定資産合計 13,927,854

資産合計 26,817,009

負債の部  

流動負債  

支払手形及び買掛金 9,506,901

短期借入金 400,000

1年内返済予定の長期借入金 2,601,721

未払法人税等 118,724

賞与引当金 218,914

その他 913,588

流動負債合計 13,759,850

固定負債  

長期借入金 7,769,995

退職給付引当金 198,911

役員退職慰労引当金 11,963

資産除去債務 232,984

その他 1,171,377

固定負債合計 9,385,232

負債合計 23,145,083

純資産の部  

株主資本  

資本金 573,141

資本剰余金 1,294,616

利益剰余金 1,824,208

株主資本合計 3,691,967

評価・換算差額等  

その他有価証券評価差額金 △20,040

評価・換算差額等合計 △20,040

純資産合計 3,671,926

負債純資産合計 26,817,009



（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 27,366,373

売上原価 20,151,290

売上総利益 7,215,083

販売費及び一般管理費 6,920,543

営業利益 294,539

営業外収益  

受取利息 22,114

受取賃貸料 169,971

受取手数料 130,986

その他 52,792

営業外収益合計 375,865

営業外費用  

支払利息 175,553

賃貸費用 113,544

その他 12,341

営業外費用合計 301,439

経常利益 368,965

特別利益  

抱合せ株式消滅差益 244,874

その他 35,816

特別利益合計 280,691

特別損失  

固定資産除却損 8,549

減損損失 21,217

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 49,512

その他 1,259

特別損失合計 80,538

税引前四半期純利益 569,119

法人税、住民税及び事業税 171,796

法人税等調整額 △15,332

法人税等合計 156,463

四半期純利益 412,655



（第３四半期会計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 12,670,204

売上原価 9,294,349

売上総利益 3,375,854

販売費及び一般管理費 3,166,789

営業利益 209,064

営業外収益  

受取利息 8,546

受取賃貸料 69,820

受取手数料 55,317

その他 32,906

営業外収益合計 166,590

営業外費用  

支払利息 67,255

賃貸費用 46,252

その他 8,156

営業外費用合計 121,665

経常利益 253,989

特別利益  

収用補償金 34,133

その他 1,683

特別利益合計 35,816

特別損失  

固定資産除却損 620

減損損失 15,654

その他 794

特別損失合計 17,068

税引前四半期純利益 272,737

法人税、住民税及び事業税 112,034

法人税等調整額 7,151

法人税等合計 119,186

四半期純利益 153,551



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 569,119

減価償却費 283,140

賞与引当金の増減額（△は減少） 46,239

退職給付引当金の増減額（△は減少） △15,692

固定資産受贈益 △7,635

投資有価証券評価損益（△は益） 265

抱合せ株式消滅差損益（△は益） △244,874

投資有価証券売却損益（△は益） △1,440

受取利息及び受取配当金 △24,752

支払利息 175,553

収用補償金 △34,133

有形固定資産除却損 8,549

減損損失 21,217

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 49,512

売上債権の増減額（△は増加） △82,649

未収入金の増減額（△は増加） 20,027

たな卸資産の増減額（△は増加） △255,326

預け金の増減額（△は増加） △367,267

仕入債務の増減額（△は減少） 1,739,594

その他 168,919

小計 2,048,365

利息及び配当金の受取額 3,324

利息の支払額 △168,493

法人税等の支払額 △289,664

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,593,532

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △190,000

定期預金の払戻による収入 210,000

有形固定資産の取得による支出 △117,287

投資有価証券の取得による支出 △39,976

投資有価証券の売却による収入 1,940

貸付金の回収による収入 90,320

差入保証金の差入による支出 △120,056

差入保証金の回収による収入 44,125

その他 △1,717

投資活動によるキャッシュ・フロー △122,653



（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 1,650,000

短期借入金の返済による支出 △2,974,980

長期借入れによる収入 3,100,000

長期借入金の返済による支出 △2,241,587

社債の償還による支出 △25,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △37,569

配当金の支払額 △53,147

財務活動によるキャッシュ・フロー △582,285

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 888,594

現金及び現金同等物の期首残高 503,465

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 783,227

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,175,286



該当事項はありません。  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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